
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

一般社団法人 静岡県安全運転管理協会 

 

「交通死亡事故現場診断の実施！」 
熱海地区安全運転管理協会は、地区内で発生した交通死亡事故の再発防止を期

して、熱海警察署が実施した「交通死亡事故現場診断」に参加し、再発防止策を

検討しました。 

実施日時： 令和５年４月１１日（火） １３：３０～ １４：００  

実施場所： 熱海市東海岸ＰＡＲＬ ＳＴＡＲ ＨＯＴＥＬ前付近 

活動概要： 熱海警察署、県警交通部、熱海土木事務所、熱海市都市整備課・観光

課、町内会、交通安全協会熱海地区支部、熱海地区安全運転管理協会

（会長・事務局長）の８団体１９人が参加して、３月１５日（火）に熱

海市東海岸町の国道１３５号線で発生した普通車（側車付き二輪車 通

称トゥクトゥク）と歩行者の交通死亡事故における現場診断が実施され

ました。 

      本件については、熱海市ならではの観光用レンタル車両による交通死

亡事故であり、各団体・市民等の関心も高く、ガードレールの設置や観

光客への指導など事故の防止対策について話し合いました。 

     （再発防止策として出された意見） 

      ○ ガードレールの設置 

      ○ トゥクトゥクに乗る観光客への危険性の説明や適切な講習 

      ○ 警察による事故防止に向けた注意喚起   など 

【熱海警察署交通課長による事故状況説明】 【事故現場での状況説明】 
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